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山
口
県
集
落
営
農
法
人
連
携
協
議
会
は
１１
月
２６

日
、
美
祢
市
に
お
い
て
二
井
関
成
山
口
県
知
事
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
田
中
会
長
並
び
に
法
人
協
議

会
役
員
、
Ｊ
Ａ
山
口
中
央
会
、
行
政
な
ど
約
３０
名
が
出

席
し
、
後
継
者
問
題
、
経
営
の
複
合
化
・
多
角
化
、
有

害
鳥
獣
対
策
な
ど
今
後
の
取
り
組
み
や
県
施
策
な
ど

に
つ
い
て
二
井
知
事
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

田
中
会
長
は
「
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
Ｊ
Ａ
や
行
政
の

協
力
な
し
で
は
解
決
で
き
な
い
。
中
山
間
地
域
が
多
い

本
県
で
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
役
割
を
担
う
法

人
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
今
以
上
の
支
援
を
お
願
い

し
た
い
」
と
述
べ
、
二
井
知
事
は
「
山
口
県
の
農
業
を

守
る
た
め
に
は
、
法
人
と
し
て
も
自
ら
考
え
動
く
力
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
県
と
し
て
も
そ
の
活
動
を
支
え
て

い
き
た
い
」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。 

現
場
の
実
態
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
ほ
場
の
見
学

な
ど
も
行
い
、
二
井
知
事
は
熱
心
に
現
場
の
声
を
聞
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 
ほ場の見学時にタマネギの 

苗植えを体験される二井知事 

山口県集落営農法人連携協議会役員と県知事との記念撮影 

１ 特定農業法人は、農業生産活動だけでは

なく、地域を維持管理する役割もあること

から、これらに対するメリット措置や支援 

２ 法人が経営の複合化・多角化を図るた

め、新たに導入する機械・施設等に対する

助成の拡充 

３ 集落営農法人の新規就業者やマネジメ

ントリーダーなど、人材を確保・育成する

ための体制・制度の確立支援 

４ 法人間連携による機械共同利用や作業

受託等の推進、野菜などの県域共同生産販

売体制の整備に対する支援 

５ 捕獲の担い手対策の充実や集落ぐるみ

の被害防止対策に対する支援など、鳥獣被

害対策の一層の強化 

要 望 事 項 

知
事
と
懇
談
会
を
開
催 



ＪＧＡＰ導入のメリット

短時間、低価格での農場での「ルール」を
つくるシステムの導入ができる

リスク管理をしっかり行えるようになる
（事故が起きた時の対応も含め）

農場全体の効率が上がる

 

  

は
じ
め
に
、
田
中
会
長
が
代
表
を
務
め
る

農
事
組
合
法
人
植
柳
フ
ァ
ー
ム
の
経
営
概
況

を
説
明
し
、
圃
場
・
施
設
等
視
察
を
行
っ
た

後
、
知
事
と
の
懇
談
会
に
入
り
ま
し
た
。 

圃
場
視
察
で
は
、
県
・
Ｊ
Ａ
全
農
や
ま
ぐ

ち
が
生
産
拡
大
を
進
め
て
い
る「
タ
マ
ネ
ギ
」

の
植
付
を
、知
事
が
手
で
体
験
さ
れ
ま
し
た
。 

 活
発
な
意
見
交
換 

田
中
会
長
よ
り
「
本
県
は
７０
％
が
中
山
間

地
帯
で
あ
り
、農
業
作
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
変
厳
し
く
、
先
を
考
え
る
と
背
筋
が
凍
る

よ
う
な
感
覚
に
襲
わ
れ
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
環
境
の
下
、
法
人
協
議
会
に

加
入
さ
れ
て
い
る
法
人
は
、
ほ
ぼ
特
定
農
業

法
人
で
あ
り
、
当
法
人
は
地
域
の
地
権
者
か

ら
農
地
の
管
理
を
依
頼
さ
れ
れ
ば
引
き
受
け

る
義
務
を
負
っ
て
い
る
な
ど
農
村
・
地
域
社

会
の
機
能
を
維
持
し
て
い
る
。 

法
人
協
議
会
も
設
立
２
年
目
で
あ
る
が
、

経
営
安
定
化
を
図
る
た
め
、
経
営
向
上
に
向

け
た
研
修
会
な
ど
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、

活
動
を
進
め
て
き
て
い
る
。
県
の
方
へ
は
、

今
後
も
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
た
く
お
願
い

し
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。 

二
井
知
事
か
ら
は
、
１１
月
２２
日
に
全
国

知
事
会
が
開
催
さ
れ
た
中
で
、
菅
首
相
に
対

し
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
の
農
業
改
革
、
国
を
開
く
と

あ
る
が
、
食
料
の
安
全
保
証
な
ど
農
業
関
係

者
の
不
安
は
高
ま
っ
て
い
る
。
本
県
に
お
い

て
は
米
中
心
の
中
山
間
地
域
を
７
割
で
占
め

る
地
帯
で
あ
る
が
、
関
税
撤
廃
を
さ
れ
た
場

合
に
は
、
集
落
の
崩
壊
や
多
面
的
機
能
を
保

有
す
る
農
業
は
崩
壊
す
る
。
地
域
、
環
境
保

全
を
ど
の
よ
う
に
考
え
か
と
質
問
し
た
が
、

菅
首
相
か
ら
は
具
体
的
な
解
答
は
な
か
っ
た
。 

 

国
の
姿
勢
・
政
策
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と

に
国
民
が
不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
。」と
発
言

し
た
旨
を
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、「
本
県
に
お
い

て
は
、
集
落
営
農
を
中
心
と
し
た
地
産
地
消

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
効
果
の
あ
る

来
年
度
予
算
を
構
築
し
、
次
の
知
事
に
引
き

継
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
る
。」と
あ
い
さ
つ
さ

れ
ま
し
た
。 

 
主
な
意
見
交
換
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
３
点
に
絞
り
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

①
人
材
育
成
・
確
保
に
つ
い
て 

②
経
営
安
定
化
の
た
め
の
複
合
化
に
つ
い
て 

③
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て 

意
見
交
換
後
、
知
事
よ
り
「
法
人
協
議
会

の
役
員
等
か
ら
出
た
意
見
の
通
り
、
集
落
営

農
法
人
は
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
れ
る
よ
う

な
省
力
化
と
、
農
商
工
連
携
・
６
次
産
業
化

な
ど
に
よ
る
所
得
確
保
が
今
後
重
要
と
な
る

が
、や
は
り
一
番
重
要
な
こ
と
は
、消
費
者
、

地
域
住
民
と
い
っ
た
地
域
社
会
貢
献
を
果
た

す
こ
と
で
あ
る
。
県
と
し
て
も
人
材
育
成
等

に
は
十
分
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

１２
月
２
日
に
、
懇
談
会
で
の
意
見
交
換
を

踏
ま
え
、
県
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

              １１
月
３０
日
、山
口
市
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク
に

お
い
て
「
集
落
営
農
法
人
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

本
研
修
会
は
、
県
下
集
落
営
農
法
人
等
の

経
営
者
を
対
象
に
、
さ
ら
な
る
経
営
管
理
能

力
の
向
上
、
並
び
に
安
心
・
安
全
な
農
産
物

の
生
産
を
目
的
と
し
た
生
産
工
程
の
見
直

し
・
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
、
９４
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

主
な
研
修
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

調
査
報
告
と
し
て
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ

ー
の
高
橋
専
門
研
究
員
よ
り
、
本
年
６
月
よ

り
実
施
し
た
集
落
営
農
法
人
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
、
米
価
下
落
な
ど
の
経

営
面
の
課
題
や
、
後
継
者
と
な
る
人
材
面
の

課
題
を
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け

て
法
人
協
議
会
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
く

が
重
要
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講
演
と
し
て
、
㈲
穂
海
の
丸
田
取
締
役
よ

り
、「
経
営
向
上
と
産
地
確
立
の
た
め
に
」
と

題
し
て
自
ら
の
農
場
で
実
戦
・
認
証
さ
れ
て

い
る
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
有
用
性
と
活
用
事
例
を
報

告
さ
れ
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
持
つ
本
来
の
意
味
を
認

識
で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 

             

研
修
と
し
て
「
集
落
営
農
法
人
の
診
断
・

分
析
」
と
し
て
農
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
渡
辺
税
理
士
よ
り
、
決
算
書
の
見
方
と
決

算
書
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
分
析
比
率
の
意
味

と
改
善
策
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
会
を
参
考
に
、
法
人
の
経
営

者
は
も
と
よ
り
、
支
援
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ａ
、

農
林
事
務
所
な
ど
関
係
機
関
が
連
携
し
た
体

制
で
、
法
人
の
経
営
改
善
・
経
営
安
定
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

  

平
成
２２
年
１０
月
以
降
に
設
立
さ
れ
た
集

落
営
農
法
人
は
以
下
の
法
人
で
す
。 

山
口
市 

農
事
組
合
法
人
赤
浜
営
農
組
合 

 
 
 
 

（
平
成
２２
年
１１
月
末
時
点
）

新
し
く
仲
間
が
増
え
ま
し
た
！ 

 
知
事
が
タ
マ
ネ
ギ
の
植
付
を
体
験
！！ 

 
 

集
落
営
農
法
人
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
会 農林水産部藤部部長へ山口県集落

営農法人連携協議会としての要望

書を田中会長より提出しました。 



 


